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図8　資料一覧画面の第1画面に対するアクセス比率
が少なくなることが示される。情報提供の効果を高めるには，目的とする情報までの画面数を減ず
る構成が必要であることが分かる。
④一…一情報提供方法のあり方
　前章で述べた歴史研究資料に関する情報提供方法の考え方と，情報システムの利用状況の分析結
果をまとめて，歴史の研究，展示，資料の公開のための情報提供方法のありかたについて述べる。
　第一に，歴史研究の情報を，広く公開できるようにする必要がある。このために，インターネッ
トが有効な手段であることは，3．2節で示したとおりである。情報提供の形態一メディアーが文字
情報であれば，提供手段に関する技術的な問題は全くない。文字情報として入力する過程に課題が
ある。一方，静止画像を入力したり，編集する技術は著しく進展し，文字情報を作成するより容易
になったといえる。歴史研究に関する様々な情報を広く早く提供するには，画像情報に重点を置い
た提供形態をとることが適切と考えられる。
　第二に，提供する情報は，充分な内容を有する必要がある。情報システムとしては，それに応え
る容量を持つ必要がある。3．1節で述べたとおり，ディジタル化した資料が歴史の研究において役
立つためには，非常に高精細な情報を持つことが必須の条件であり，これは展示に利用する上でも
重要である。しかし，大量の情報量を持つ通信時間がかかるため，現在の通信インフラから見ると，
広く公開することとは必ずしも両立しない。機関内でのスタンドアロンまたはローカルエリアネッ
トワークでのディジタル資料の提供と，機関外へ向けた情報の提供において，当面は，データ量の
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観点から，使い分けを行う必要がある。
　第三に，利用者が操作しやすいインターフェースとすべきである。このたあには，システム毎に
利用者を想定する必要がある。インターネットでの情報提供においては，利用者がパソコンを使用
できることを前提としてかまわないし，館内で研究者が使用する場合もこの前提を置いてもよい。
しかし，入館者向けには，インターフェースを相当に工夫する必要がある。3．1節で触れたような，
操作を感覚的に理解できるインターフェースとすることが望ましい。研究者向けにも分かりやすい
インターフェースが望まれる。また，3．3節で示したとおり，目的とする情報に早くたどりつける
構成とすることが望まれる。
⑤…………むすび
　歴博において，ここ数年の間に導入した情報システムを構築する際に検討を行ってきた情報提供
方法について述べるとともに，利用状況の定量的な分析から，歴史研究の成果を情報通信手段によっ
て公開することの効果を明らかにした。さらに，歴史研究に関わる情報を広く公開するには，画像
メディアの活用が有効であること，研究のため十分な情報量を有することが必須であること，シス
テムは使いやすさを具備しなければならないことを述べた。
　現状のネットワークでは，非常に高精細な画像を館外へ向けて公開して，誰でも利用できる環境
にはまだない。しかし，ブロードバンド化の進展により，そのような状況も実現しうる。情報提供
するコンテンツの不正資料を防止するための技術の導入と，提供する情報の2次利用をどこまで認
めるべきかという制度的な課題を整理してゆく必要がある。
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Astudy　of　methods　for　providing　information　related　to　historical
research
ADAcHI，　Fumio，　SuzuKI，　Ta㎞l　i　and
MIYATA，　Kimiyoshi
The　National　Museum　of　Japanese　History（Rekihaku）has　begun　to　make　public　the　re．
sults　of　research　undertaken　on　Japanese　history　and　culture　via　computer　networks．　Over
the　past　several　years，　the　museum　has　been　constructing　a　system　for　making　available
the　original　information　in　historical　documents　and　artifacts　to　the　public．　This　paper　ex－
plains　the　concept　behind　this　method　of　providing　information　and　discusses　the　results　of
an　analysis　of　the　use　of　this　information　system．
An　effective　means　of　providing　written　data　is　to　provide　it　in　a　form　in　which　image　infor－
mation　has　been　added　to　the　basic　written　information．　High　quality　presentation　is　pos－
sible　in　cases　where　there　is　a　complete　text　to　which　image　information　has　been　added．　In
the　case　of　a　digital　collection　comprised　mainly　of　digital　images　of　a　large　number　of　ma－
terials，　establishing　a　layered　system　based　on　the　appropriate　classification　of　materials
and　links　within　each　layer　and　between　the　different　layers　is　important　for　enabling　users
to　find　the　rnaterials　they　seek　with　relative　ease．　In　the　case　of　extremely　detailed　and
small－sized　digital　historical　materials，　the　materials　have　been　digitized　so　that　even　the
smallest　detail　is　legible．　Thus，　we　have　made　it　possible　for　users　to　peruse　these　kinds　of
materials　by　altering　the　magnification　of　the　materials　while　the　displayed　image　infor－
mation　is　contilluously　moving．　Rekihaku’s　choice　of　an　intuitive　operating　interface　gives
users　the　impression　that　they　are　handling　the　real　thing．　It　is　also　useful　for　comparative
research　on　materials，　and　serves　a　role　similar　to　that　of　using　replicas．
The　number　of　hits　made　on　Rekihaku’s　website　has　increased　1．9－fold　in　a　year，　and　pages
publicizing　materials　have　also　received　a　reasonable皿mber　of　hits．　The　necessity　of　pro－
viding　information　on　Japan’s　history　and　culture　and　the　effectiveness　of　making　informa－
tion　public　by　this　means　of　information　comm皿ication　is　now　recognized．　We　have　learnt
from　records　on　the　use　of　the　system　that　provides　information　on　exhibition　materials
that　some　users　enter　the　system　with　the　intent　of　searching　for　specific　materials，　and
318
that　it　is　necessary　to　adopt　a　configuration　that　facilitates　the　speedy　location　of　the　de－
sired　information．
Aformat　that　uses　mainly　image　information　is　effective　for　making　public　information
relating　to　historical　research　in　a　short　time．　For　digital　materials　to　be　effective，　it　is　es－
sential　to　have　a　sufficient　quantity　of　materials　and　it　is　also　important　to　use　these　ma－
terials　in　conjunction　with　exhibitions．　When　selecting　a　method　for　operating　such
systems，　it　is　critical　that　the　interface　is　simple　and　easy　to　understand．
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